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０
８
６
・
５
１

９
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

※
個
人
情
報

を
含
む
内
容
に

は
お
答
え
で
き

ま
せ
ん
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
と
な
る
方
は
、
４
月
以
降
６

回
の
年
金
の
支
給
時
に
、
年
金
の

受
給
額
か
ら
保
険
料
が
徴
収
さ
れ

ま
す
。

　

仮
徴
収
と
は
、
前
年
の
所
得
が

確
定
し
て
い
な
い
た
め
、　

年
中

１８

の
所
得
を
基
に
仮
算
定
し
、４
月
・

６
月
・
８
月
に
納
め
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
７
月
の
本
算
定
に
よ

り
、
年
間
の
保
険
料
額
が
決
定
し

た
後
、
年
間
保
険
料
額
か
ら
仮
徴

収
分
を
差
し
引
い
た
額
を　

月
・

１０

　

月
・
翌
年
２
月
の
３
回
に
分
け

１２て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
（
表
１
参
照
）。

　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い

方
（
普
通
徴
収
）
は
、
納
付
書
や

口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
年
金
額
が
年
額

　

万
円
未
満
の
方
、
介
護
保
険
料

１８と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合

算
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
方
は
普
通
徴
収
に
な
り

加入・喪失・変更の際に必要な書類等 手続きが必要なとき

他の市区町村の転出証明書、印鑑（認め印）市に転入してきたとき

国
保
に
入
る
場
合

職場の健康保険をやめた証明書（資格喪失証
明書等）、印 鑑（認め印）、被保険者証（世帯
主に変更があるとき）

会社の健康保険をやめたとき

被扶養者からはずれた証明書、印鑑（認め印）、
被保険者証（世帯主に変更があるとき）

会社の健康保険の被扶養者からはずれ
たとき

被保険者証、母子健康手帳、世帯主名義口座
番号の分かるもの、印 鑑（認め印）

子どもが生まれたとき

生活保護廃止決定通知、印鑑（認め印）生活保護を廃止するようになったとき

被保険者証、印鑑（認め印）市から転出するとき国
保
を
や
め
る
場
合

国保と会社の両方の被保険者証、印鑑（認め
印）

会社の健康保険に入ったとき、また、被
扶養者になったとき

被保険者証、喪主であることが確認できるも
の（会葬御礼のはが き等）、喪主の口座番号
が分かるもの、印鑑（認め印）

死亡したとき

生活保護開始決定通知、印鑑（認め印）生活保護を受けるようになったとき

被保険者証、年金証書、印鑑（認め印）退職者医療制度の対象になったとき

そ
の
他
の
変
更

被保険者証、印鑑（認め印）

退職者医療制度の対象でなくなったと
き▼市内で住所が変わったとき▼世帯
主や氏名が変わったとき▼世帯が分か
れたり、一緒になったとき

被保険者証、新住所の住民票、在学証明書、
印鑑（認め印）

修学のため別に住所を定めるとき

窓口で再交付の申請が必要、印鑑（認め印）被保険者証を無くしたとき

※世帯主の自筆署名の場合、認め印は省略できます。

　表１　特別徴収（年金から天引きされる方）
　　　　における保険料の納め方

本徴収仮徴収

２１年２月１２月１０月８月６月４月

　表２　保険料の納期区分
　①国民健康保険、国民健康保険組合に加入していた方

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

○○○○○○
特別徴収

（年金天引きの場合）

○○○○○○○○
普通徴収

（個人納付の場合）

　②健康保険などの被用者保険に被保険者本人として加入していた方

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

○○○○○○特別徴収
（年金天引きの場合）

○○○○○○○○
普通徴収

（個人納付の場合）

　③健康保険などの被用者保険の被扶養者であった方

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

○○○
特別徴収

（年金天引きの場合）

○○○○○
普通徴収

（個人納付の場合）

保
険
料
を
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）さ
れ
る
方
へ

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
料
が
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）
の
対
象
と
な
る
方
に
、「
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
兼
仮
徴
収

額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係�
４
７
０
・
７
８
４
６
へ
。

ま
す
。
普
通
徴
収
の
方
に
は
、
７

月
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
口

座
振
替
の
申
し
込
み
は
７
月
か
ら

の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、　

年
３
月
末
日
現
在
で

２０

健
康
保
険
組
合
、
政
府
管
掌
保
険

お
よ
び
共
済
組
合
等
の
被
用
者
保

険
に
加
入
し
て
い
た
方
の
う
ち
、

被
保
険
者
本
人
で
あ
っ
た
場
合
、

７
月
〜
９
月
は
普
通
徴
収
と
な
り
、 　

月
以
降
に
特
別
徴
収
と
な
り
ま

１０す
。
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
は
、
９
月
ま
で
の
半
年

間
は
保
険
料
が
無
料
と
な
り
、　
１０

月
以
降
均
等
割
が
９
割
軽
減
さ
れ

た
額
の
み
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
（
表
２
参
照
）。

　

制
度
内
容
等
、
詳
細
は
電
話
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
広
域
連
合
お

問
合
せ
セ
ン
タ
ー�
０
５
７
０
・

　

市
内
に
住
所
が
あ
っ
て
会
社
の

健
康
保
険
等
ま
た
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
必
ず
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
を
退
職
し
、
会
社
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
と
き
、
ま
た
は

会
社
に
就
職
し
て
会
社
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
と
き
は
、
保
険
年

金
課
（
市
役
所
１
階
）
で
国
民
健

康
保
険
の
加
入
・
喪
失
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
（
下
表
を
参
照
）。

会
社
の
健
康
保
険
に 

入

れ

ま

せ

ん

か

　

会
社
や
工
場
等
の
法
人
に
勤
務

し
て
い
る
方
や
そ
の
家
族
の
方
は
、

会
社
の
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
等

へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
健
康
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
に
は
必
要
な
保
険
給

付
が
行
わ
れ
、
生
活
を
安
定
さ
せ

る
仕
組
み
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
は
、
国
民
健
康
保

国
民
健
康
保
険
の

加
入
・
喪
失
の
手
続
き
を

険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
パ

ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
も
、
勤

務
日
数
、
時
間
が
一
般
の
従
業
員

の
４
分
の
３
以
上
あ
る
場
合
は
、

会
社
の
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
事
業
所
で
あ
っ
て
も
、

従
業
員
が
５
人
以
上
い
る
場
合
は

同
様
で
す
。

　

会
社
の
健
康
保
険
へ
の
加
入
に

つ
い
て
は
、
職
場
の
担
当
者
や
管

轄
の
社
会
保
険
事
務
所
等
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

※
「
法
人
」
と
は
、
公
・
私
法

人
、
営
利
法
人
や
公
益
法
人
、
社

団
法
人
、
財
団
法
人
を
問
い
ま
せ

ん
。
一
般
的
に
は
、
商
法
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
会
社
で
、
社
会
福
祉

法
人
、
医
療
法
人
、
学
校
法
人
等

の
特
殊
法
人
や
公
法
人
で
あ
る
都

険
料
は
、
３
１
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
、
１
万
４
４
１
０
円
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け

取
る
年
金
が
少
な
く
な
る
だ
け

で
な
く
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
は
必
ず
翌
月
末
の
納
期

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

ご
存
じ
で
す
か 

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所

得
が
な
い
学
生
が
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。
申
請
を
す
れ
ば
、

万
が
一
、
病
気
や
け
が
で
重
い

障
害
が
残
っ
て
も
一
生
の
保
証

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
後
払

い
が
で
き
る
の
で
、
老
後
の
年

金
の
目
減
り
も
防
げ
ま
す
。
３

年
度
目
以
降
に
後
払
い
す
る
場

合
は
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
加

算
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
主
な

点
は
次
の
通
り
で
す
。
①
本
人

の
所
得
の
み
で
審
査
し
ま
す
②

障
害
・
遺
族
年
金
を
請
求
す
る

場
合
の
資
格
期
間
に
な
り
ま
す

③
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期

間
は
将
来
受
け
取
る
年
金
額
の

計
算
に
入
り
ま
せ
ん

　

申
請
は
、
学
生
証
（
新
し
い

年
度
で
有
効
期
限
の
入
っ
た
も

の
）、
基
礎
年
金
手
帳
、
本
人
で

な
い
場
合
は
認
め
印
を
持
参
の

上
、
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１

階
）
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

※　

年
度
も
引
き
続
き
「
学

２０

生
納
付
特
例
制
度
」
を
利
用
す

る
方
は
、
３
月
末
に
社
会
保
険

庁
か
ら
、
は
が
き
形
式
の
学
生

納
付
特
例
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
、

郵
送
で
手
続
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
（
た
だ
し
、
記

入
在
学
期
間
が
有
効
の
場
合
）。

ま
た
、
申
請
の
時
期
に
よ
っ
て

は
、
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
市
保
険
年
金
課
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所�
０
４
２
２
・　

・
１

５６

４
１
１
ま
た
は
市
保
険
年
金
課

�
４
７
０
・
７
７
３
２
へ
。

　

年
度
の
国
民
年
金 

２０保
険
料
は
１
万
４
４
１
０
円 

と

な

り

ま

す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
急
速

な
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
制
度

の
安
定
を
図
る
た
め
、　

年
度

１７

〜　

年
度
の
間
、
年
度
ご
と
に

２９
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、　

年
度
の
保

２０

道
府
県
、
市
区
町
村
の
地
方
公
共

団
体
も
含
ま
れ
ま
す
。

各
種
問
い
合
わ
せ
先

　

◎
社
会
保
険
（
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
）
に
関
す
る
こ
と
＝
武
蔵

野
社
会
保
険
事
務
所�
０
４
２

２
・　

・
１
４
１
１

５６

　

◎
労
働
基
準
・
労
災
に
関
す
る

こ
と
＝
三
鷹
労
働
基
準
監
督
署�

０
４
２
２
・　

・
１
１
６
１

４８

　

◎
労
働
問
題
に
関
す
る
こ
と
＝

三
鷹
労
政
事
務
所�
０
４
２
２
・

　

・
６
１
１
０

４７
　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
保
年

金
資
格
係�
４
７
０
・
７
７
３
２

へ
。

国民健康保険への加入・喪失・変更に必要な書類

医
療
保
険
制
度
の 

説
明
会
を
開
催

　

医
療
保
険
制
度
の
変
更
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
【
日
時
】
４
月
６
日
（
日
）

①
午
前　

時
〜　

時
②
午
後

１０

１１

２
時
〜
３
時
の
２
回
開
催

　

※
①
②
の
い
ず
れ
も
同
じ

内
容
で
す
。

　
【
会
場
】
東
久
留
米
市
役
所

７
階
７
０
１
会
議
室

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課�

４
７
０
･
７
７
３
２
、
７
７

３
３
、
７
８
４
６
へ
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

会
社
を
退
職
ま
た
は
会
社
に
就
職
し
た
ら

半年間全額免除

普通徴収
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わたしの

見てある記見てある記

　

今
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

れ
は
、　

歳
以
上
の
方
が
対
象

７５

の
新
し
い
制
度
で
、
都
道
府
県

ご
と
の
広
域
連
合
が
運
営
し
ま

す
。
都
の
広
域
連
合
は
、
当
市

を
含
め
た　

市
と
区
部
、
町
村

２６

部
の　

団
体
が
加
入
し
、
市
区

６２

町
村
と
連
携
し
て
運
営
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

既
に
、
広
域
連
合
名
に
よ
る

被
保
険
者
証
を
該
当
の
方
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
ご
確
認
の

上
、
同
封
の
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
し
く
み
」
も
お
読
み

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
が
年
金
か
ら
天

引
き
と
な
る
方
に
は
、
市
長
と

広
域
連
合
長
の
連
名
に
よ
る
保

険
料
の
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書

も
４
月
上
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

新
し
い
制
度
で
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
と
の
違
い
な
ど
に
戸
惑
い

や
不
安
が
生
じ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

保
険
料
の
仕
組
み
も
介
護
保

険
料
に
似
て
、
各
自
治
体
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
東
京
都
広
域
連
合
で
は
、

市
区
町
村
が
合
計
で
１
０
０
億

円
の
財
源
を
負
担
し
て
、
都
独

自
の
保
険
料
軽
減
措
置
の
対
応

を
す
る
予
定
で
す
。
急
激
な
高

齢
化
に
よ
り
、
老
人
医
療
費
は

増
大
し
続
け
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
維
持
も
危
ぶ
ま
れ
る
中
で
、

国
会
議
論
の
末
に
法
制
化
さ
れ

た
新
制
度
で
す
。　

　

慌
た
だ
し
い
日
程
で
の
新
制

度
へ
の
移
行
で
す
が
、
改
め
ま

し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆広域連合お問合せセンター
メールアドレス

call@tokyo-kouikicenter.jp

１０月から特別徴収に切り替わります


